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所在地：八尾市恩智中町 5-10
最寄駅：近鉄大阪線「恩智」駅東へ約 1,100mで、
　　　　徒歩約 20分
見学：境内は自由
TEL：072-943-7059

　恩智神社は、「河内二之宮」でその創建は大
和時代の雄略年間（470年頃）と伝えられ、河
内の国を守護する為に祀られた神社で国内で
も有数の古社であり、後に延喜式内名神大社
に列している。祭神は「大御食津彦大神（おお
みけつひこのおおかみ）」と「大御食津姫大神

（おおみけつひめのおおかみ）」であるが、奈
良時代天平宝字の頃（757〜765）藤原氏によ
り再建され、藤原氏の祖神である「天児屋根命

（あめのこやねのみこと）」を常陸国（現在の
香取神宮）より分霊し祀っていたが、宝亀年中

（770〜780）に、これを枚岡を経て奈良春日
大社に移し、その後、大御食津二座を祀るとい
う。この故事から「元春日」と呼ばれている。こ
の縁があってか、明治維新前までは、奈良・春
日大社の猿楽を受け持ち、この猿楽座に対し
て、春日大社より米7石5斗と金若干が奉納さ
れていたとの事である。近鉄大阪線「恩智駅」

より東へ約300メートル、旧国道170号（東高
野街道）を渡ったところに大きな鳥居が建っ
ているが、本殿までは800メートル程あり参道
が続いているが、最後は急な石段が131段、
拝殿まで続いている。この急な石段は、8月1
日の夏祭りに布団太鼓が勇ましく駆け登るこ
とで有名で、PL教団の花火大会と同じ日時で
あるが、多くの参拝（見学）者で埋め尽くされ
る。現在の本殿は明治年間に建替えられたも
のであり、建築様式は王子造（流造の一種）。
拝殿は平成12年（2000）に建替えられ、まだ
木の香りがするようである。本殿の少し北側
の境内にある閼伽井戸（清明水）は、弘仁年間

（810年頃）空海（弘法大師）が当社に参拝し
た折、峡谷の岩底に錫杖を突き立てたときに
霊水が湧き出し、天候を予知する清水として
知られ、雨の降る前になると赤茶色の濁水が
流れ出ると言われている。 　　  （新田俊明）

所在地：羽曳野市誉田 3-2-8
最寄駅：近鉄南大阪線古市駅下車 15分
拝観：境内自由。宝物拝観は土曜日14：00〜16：00。
　　　団体の場合は予約が必要
TEL：072-956-0635

　古市駅から15 分程の所に応神天皇陵
があり、その南側に誉田八幡宮がある。
国道 170 号線の案内標識に従って道なり
に行くと、突き当たりに重厚な南大門が
見える。境内は約 8 千坪と広い。
　「誉田宗廟縁起」によると、第 29 代欽
明天皇の命で応神陵の後円部の山頂に建
立された日本最古の八幡宮と伝えられる。
1051（永承 6）年、後冷泉天皇の命で現
在地に移された。祭神が応神天皇である
ことから平安末期から鎌倉時代にかけて
歴代天皇や源氏一族に守られて社殿や伽
藍などが整備され、武士の信仰を集めて
きたが、戦国時代になると再三の兵火によ
り焼失した。誉田林古戦場跡が今に残る。
　現在の本殿、拝殿は、1606（慶長 11）
年豊臣秀頼（普請奉行・片桐且元）によっ
て再建されたが、拝殿の建設が大阪夏の

陣の時であったため、建物内部は未完成
に終わったと伝えられる。その後、徳川
家光が再建を開始し、寛永年間（1624
〜 44 年）初期に竣工した。徳川幕府の
庇護を受け神宮寺として 15 僧坊をもつ長
野山護国寺を併設するが、明治の廃仏毀
釈により取壊され、現在残るのは南大門、
絵馬殿、朱印蔵、手水舎、茶寮など。
　収蔵庫には、丸山古墳出土の「金銅製
透彫鞍金具」や源頼朝寄進の「塵地螺鈿
金銅装神與」（いずれも国宝）など貴重
なものが数多い。
　今も、安産・厄除けの守り神としてお
参りが絶えず、5 月 8 日の夏祭り（藤祭り）
には舞楽が奉納され、9 月15 日の秋祭り
には国宝の神輿が放生橋（石造太鼓橋、
鎌倉時代初期）を渡って応神天皇陵へ渡
御する。　　　　　　　　　  （鶴田晴子）南大門
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